
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 3月 20日発行 第 231号 音更町木野西通 17丁目 1番地 

共栄コミセン１階 音更町消費者協会（広報部）TEL・FAX 67-5541 

平成 31年新年会を行いました 
平成３１年１月２３日（水）、平成３１年音更町消費者協会新年会を町

内「ホテル鳳の舞」にて行いました。あいにく外はしんしんと降り続く

雪の天気ではありましたが、２６名の会員に参加していただきました。 

佐々木利勝会長のあいさつの後、佐々木恵美子顧問に乾杯のあいさつ

をいただき、歓談が始まりました。豊島事務局長より「３０・１０運動

の実行」と「食品ロスを削減しましょう」との呼びかけの下、出された

料理は残すことなく完食。最後は参加者全員によるジャンケン大会で大

いに盛り上がりました。２時間という限られた時間でしたが、会員相互

の親睦を深めることができました。 
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 2月20日（水）、午前10時から、共栄コミセン調理

室において、29名が参加し、そば打ち体験講習会を

開催しました。 

 そば打ち班（3班）と天ぷら班、出汁づくり班に

分かれ、順次作業に取り掛かりました。手慣れた手

順でチームプレイが発揮され、いつもよりそばを 

1回多く打ちましたが、正午には終えることができました。 

その後大集会室で「いただきます」の掛け声と共に全員で試食を行いまし

た。自分たちで打ったそばの味は格別で、

「おいしい」との声があちらこちらで聞か

れ、笑顔に満ちた表情で、歓談しながらゆ

っくりとした時間を過ごすことができまし

た。帰りには全員にお土産用のそばがあた

り、大満足のうちに終了しました。 

 

野菜の原産地表示調査について 

 

食の安全・安心の観点から、昨年から取組みした野菜の原産地表示調査を3月13日に、町内大手スーパー4店

で代表的な5品目（玉葱、白菜、芋、大根、かぼちゃ）を対象に、2班（4名）に分かれて行いました。 

原産地表示は食品を理解し選択する重要な情報源となっています。法律の改正もあり店側もかなり気を使っ

ていることが窺えました。表示内容としては「名称」と「原産地」の表示が義務づけられていますが、国産品

は、①都道府県、②市町村名、③一般的に知られている地名（十勝、木野等）のいずれかの表示が必要となり

ます。 

 調査の結果、表示は良好であるものの、「北海道産」の表示が多く、具体的な地名がもう少しほしいという意

見もありました。改善点としては売り場が分散している例や価格比較が紛らわしい例も見られました。また、高

齢者世帯や食品ロスを意識してか、カット野菜が多くなっている印象です。 

昨年の10月のくらしのサロンで野菜を特集した時に、特に消費量が多い重要な野菜を『指定野菜』として、長

い日本列島をうまく使って、『産地リレー』により、季節によって産地を切り替えながら、野菜の安定供給を行っ

ているということを初めて知った方も多いと思いますが、かぼちゃを除いては、『指定野菜』に該当しており、こ

の時期でも一定の量が確保されていることを実感しました。いつもは消費者の目線で見慣れた光景も、調査の観

点で見ると見えてくるものが違うというのが部員の共通した感想でした。今後も関心を持って、継続していきた

いと思います。 

＜野菜の原産地表示調査結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そば打ち体験講習会を行いました         事務局長  豊島 英俊 

野菜の原産地表示調査を実施しました〈調査研究部〉      



 

 3 月 19 日（火）13：30 より共栄コミセン大集会室において「第 64 回くらしのサロン」を開催しました（参加

55 名）。「今日からできる！！身近な防災アラカルト」というタイムリーなテーマを取り上げ、部員が知恵を出し

合い準備・進行をしました。最初に音更町の情報・防災課防災係平井主任、須田推進員から地震発生時の行動や

食品のローリングストック等についてのご講義をいただき、次に防災関連の資格を持つ沼田会員より「防災よも

やま話」がありました。参加者全員で新聞紙スリッパ作成にも挑戦。その後、防災食の試食を行いました。市販

されている長期保存可能なドライカレーや味付きパスタ、備蓄保存用缶詰パンの他、阿部啓発部長が「切干大根

の和え物」等を用意し、九本副部長が「きな粉ねじり」の作り方を披露しました。あちこちのテーブルから「美

味しいね～」という声が…。参加の皆さん大変満足された様子が窺え、盛会裏に終了いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
） 

第 64回くらしのサロンを開催しました〈啓発部〉          

『消費生活センター・相談受付件数（３月１９日現在）』 

 ☺１月＊２0件   ☺２月＊２１件  ☺３月＊15件 30年度累計＊324件 

 

 

出前講座 

報 告 

 

① 2月 27日（水）「東士狩長寿会」（十勝川温泉第一ホテル）   参加 21名 

② ３月 ７日（木）「旭女性部」（旭会館）      参加 19名 

③ ３月 1９日（火）「北進老人クラブ」（下士幌会館）      参加 16名 

 ①東士狩長寿会 ②旭女性部 ③北進老人クラブ 

 
 

地震のときに 

最初にしたことは何ですか？

□様子をみる        28％ 

□身を守る    26％ 

□火を消す      16％ 

□家族の安全を確認 10％ 

□外に出た      6％ 

  

地震の時にこれがあったら

いいと思ったものは？ 

□携帯ラジオ   27％ 

□カセットコンロ  19％ 

□LED ライト   18％ 

□非常持出・非常食 

乾電池・充電器 各 16％ 

 

 

貴重なご意見

ありがとう 

ございました 

スリッパ作成です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間当初は灯

油、ガソリン価格と

もに昨年より 20 円

程度高値だったが、

期間を通して変動

し、最終的に 3月は

昨年とほぼ同じ価格

で落ち着いた。 

 

 
日 時 ２０１９年 4月 26日（金） 10時～ 

場 所 共栄コミセン 2階研修室 

 

〈議事〉１．２０１８年度事業報告・収支決算報告・監査報告 

  ２．２０１９年度事業計画（案）・収支予算（案） 

  ３．その他 

＊総会終了後、昼食懇親会を行います。多数のご参加をお願いいたします。 

＊２０１９年度会費（1200円）納入をお願いいたします。おつりのないようご協力下さい。 

平成30年度第2回役員会を開催しました 

2月 28日（木）、午後 1時 30分から共栄コミセン 2階研修室において 23名が参加し、 

第 2回役員会を開催しました。佐々木会長から最近の状況について報告があり、次に、 

今年度決算予想を踏まえた次年度計画への基本的な方針、一般社団法人化準備委員会の 

経過および今後の方向性などについて協議を行いました。 

平成 30年度音更町石油製品価格調査 集計結果報告（調査期間平成 30年 9月～平成 31年 3月まで） 


